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　横浜市会議員選挙は、2023 年 4月 9日投票で県知事選・県議選とともに
実施されます。
　今回の横浜市議選は、市長が林文子市長から日本共産党が自主的支援し
た山中竹春市長に代わって初めての選挙となります。日本共産党は、市民の
要求が実現する市政、もっともっと子どもの笑顔がはじける「まち横浜」に
するため総力をあげがんばります。
　山中市長が市長選挙で掲げた公約の多くは、カジノ誘致撤回、コロナ対策
の推進、「３つのゼロ」など市政を確実に前にすすめる市民本位の政策です。
市長は、子どもと、住民の暮らしに焦点を当てて、小児医療費ゼロ、全員制の
中学校給食など市政に新しい流れをつくろうとしています。市民本位の市
政発展の展望が開けました。しかし、市議会では、大軍拡と改憲にひた走る

自公政権と連動して大型開発を優先し、市民の暮らしを後回しにする従来
型の政治を数の力で推し進めようとしている自民党・公明党が多数を占め、
壁となっています。
　2021 年夏、市民要求を掲げた新市長を誕生させました。こんどは市議会
を市民の声が届く議会に変える番です。市長を変えた市民の大きな力、運動
で議会の壁を打ち破ることです。
　日本共産党は、一貫して市民こそ主人公の市政を訴え、市民のみなさんと
ともにたたかってきました。新市長が初心を貫き、市民の方を向いて市政運
営をするためにも、日本共産党の現有議席の確保と新たな議席獲得はなん
としても実現させたいのです。
　市民のみなさんの大きなご支援よろしくお願いします。

市民のために仕事をする市政にするには市議会を変えるしかない

　

２
０
２
１
年
８
月
22
日
投
開
票
の
横
浜

市
長
選
挙
は
、
立
憲
民
主
党
が
推
薦
、
日
本

共
産
党
が
自
主
的
支
援
し
た
市
民
と
野
党

の
共
同
候
補
で
あ
る
山
中
竹
春
元
横
浜
市

大
教
授
が
、50
万
票
余
を
獲
得
し
、自
民
党
・

公
明
党
の
推
す
小
此
木
八
郎
元
国
家
公
安

委
員
長
に
18
万
票
の
差
を
つ
け
て
圧
勝
。こ

の
勝
利
は
、
自
・
公
の
後
押
し
で
林
文
子
前

市
長
が
推
進
し
て
き
た
IR
カ
ジ
ノ
誘
致
撤

回
を
決
定
づ
け
る
と
と
も
に
、
今
後
の
横
浜

市
政
に
新
た
な
展
望
を
切
り
開
き
ま
し
た
。

　

山
中
竹
春
市
長
が
着
任
し
た
８
月
30
日

時
点
で
の
横
浜
市
会（
定
数
86
）の
会
派
別

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
市
政

転
換
を
よ
り
確
か
な
も
の
に

11
市
民
と
野
党
の
共
同
候
補
が

自
・
公
推
薦
候
補
破
り
、市
政
転
換
に
道
筋
を

2
自
公
に
よ
る
執
拗
な
妨
害・抵
抗

議
員
数
は
、
自
民
党
・
無
所
属
の
会
36
人
、

立
憲
・
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
20
人
、
公
明
党
16

人
、共
産
党
９
人
、無
所
属
４
人
、欠
員
１
で

あ
り
、
山
中
市
政
誕
生
に
積
極
的
役
割
を
果

た
し
た
議
員
は
、
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め

て
い
た
だ
け
で
す
。IR
カ
ジ
ノ
誘
致
反
対
の

声
が
党
派
の
違
い
を
超
え
て
燎
原
（
り
ょ
う

げ
ん
）
の
火
の
ご
と
く
広
が
り
、
た
た
か
い

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
中
新
市
長
は
、
就
任
後
初
の
議
会
で
IR

誘
致
撤
回
を
キ
ッ
パ
リ
と
宣
言
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
と
医
学
的
知
見
の
活
用
、
市
長
選
の

重
点
公
約
で
あ
っ
た「
３
つ
の
ゼ
ロ
」（
子
ど

も
の
医
療
費
ゼ
ロ
、
出
産
費
用
ゼ
ロ
、
75
歳

以
上
の
敬
老
パ
ス
自
己
負
担
ゼ
ロ
）
と
中
学

校
給
食
の
全
員
実
施
に
つ
い
て
、「
実
施
を

目
指
す
」と
明
言
し
、
北
綱
島
特
別
支
援
学

校
の
本
校
復
帰
、巨
大
新
劇
場
構
想
の
撤
回

な
ど
公
約
に
そ
っ
て
市
政
を
進
め
る
意
思

を
明
白
に
示
し
ま
し
た
。中
学
校
給
食
の
全

員
実
施
化
は
、
長
い
間
、
ま
か
り
通
っ
て
い

た
「
愛
情
弁
当
」
論
か
ら
の
決
別
で
あ
り
、

横
浜
の
教
育
に
と
っ
て
画
期
を
な
す
前
進

で
す
。

　

議
会
の
多
数
を
占
め
る
自
・
公
は
、
山
中

市
長
就
任
直
後
か
ら
市
長
の
選
挙
公
約
批
判

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、〝「
３
つ
の
ゼ
ロ
」は
財
源

が
な
い
〞、〝
中
学
校
給
食
は
選
択
制
の
現
制

度
が
最
善
だ
〞、〝
小
児
医
療
費
無
料
化
は
国

の
仕
事
〞、な
ど
と
市
長
公
約
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
市
長
批
判
の
大
合
唱
で
す
。以
下
、そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
民
党
は
、「
敬
老
パ
ス
の
自
己
負
担
ゼ
ロ

は
取
り
下
げ
る
べ
き
」、「
市
長
は
な
ぜ
小
児

医
療
費
ゼ
ロ
に
こ
だ
わ
る
の
か
」、「（
完
全
給

食
の
実
施
に
つ
い
て
）
行
政
の
継
続
性
が
ゆ

が
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
望
」む
、「
現
在
の
選

択
制
を
安
易
に
変
え
る
べ
き
で
な
い
」、「
学

校
ご
と
に
方
式
異
な
る
の
は
平
等
で
な
い
」

公
明
党
は
、「
医
療
費
ゼ
ロ
と
い
う
公
約
は
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た（
議
会
の
）経
緯

を
軽
視
し
て
い
る
」、「
選
択
制
の
中
学
校
給

食
は
市
会
の
総
意
で
実
現
し
た
も
の
」。

　

自
民
党
は
、「
共
産
党
市
議
と
市
長
が
並
ん

で
映
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
、
推
薦
受
け
た
立

憲
に
失
礼
」、「
衆
院
選
で
自
公
が
過
半
数
確

保
、
共
産
党
と
か
な
り
深
く
連
携
し
て
市
政

運
営
し
て
い
る
と
見
え
る
山
中
市
政
と
ね
じ

れ
て
い
る
」、「
IR
住
民
投
票
条
例
の
署
名
が

市
長
選
挙
に
使
用
さ
れ
た
否
か
に
つ
い
て
調

査
を
」。

　

公
明
党
は
、「
現
在
の
選
択
制
の
デ
リ
バ
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この横浜を住み続けたい街、
選ばれる街にするために

（
日
本
共
産
党
躍
進
の
意
義
と
争
点
）

リ
ー
型
給
食
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
最
適
な

手
法
」、「
出
産
費
用
は
市
町
村
で
は
な
く
国

の
制
度
に
よ
る
対
応
が
望
ま
し
い
」。

　

市
長
は
、こ
う
し
た
激
し
い
抵
抗
の
な
か
、

初
め
て
編
成
し
た
２
０
２
２
年
度
予
算
に

は
、
市
長
選
の
重
点
公
約
で
あ
っ
た
「
３
つ

の
ゼ
ロ
」
と
中
学
校
給
食
の
全
員
実
施
に
関

す
る
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。ま
た
、
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

も
「
よ
り
多
く
の
生
徒
に
提
供
し
た
い
」
と

「
全
員
制
」
を
口
に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。自

民
党
か
ら
は
「
市
長
就
任
の
数
か
月
を
経
て

市
政
の
現
状
を
理
解
さ
れ
た
の
で
予
算
案

は
無
難
な
内
容
に
な
っ
」
た
と
評
さ
れ
る
一

方
、
多
く
の
市
民
か
ら
「
が
っ
か
り
し
た
」、

「
失
望
し
た
」と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

市民と         ともに

1

＝
２
０
２
１
年
12
月
議
会
で
は
＝

＝
市
長
初
の
２
０
２
１
年
９
月
議
会
で
は
＝



4
横
浜
市
会
議
員
選
挙―

２
つ
の

重
要
な
意
義
と
２
つ
の
争
点

3
市
長
公
約
を
理
解
・
歓
迎
し
、

実
現
を
目
指
す
日
本
共
産
党
の

奮
戦
記

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党
は
、
市
長

の
公
約
の
な
か
で
市
民
の
願
い
と
一
致
す

る
公
約
を
確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
市

民
と
と
も
に
議
会
の
中
で
も
外
で
も
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　

議
会
論
戦
と
市
長
へ
の
働
き
か
け
で
は
、

と
く
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

注
力
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
、
保
健
所
体

制
、
医
療
機
関
支
援
策
等
の
拡
充
に
結
実
さ

せ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
専
門
病
院
開
設
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
24
時
間
接
種
体
制
な
ど
は
、
コ

ロ
ナ
の
専
門
家
を
任
じ
た
市
長
へ
の
市
民

の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
し
た
。中
学
校
給

食
で
は
、
首
尾
一
貫
し
て
全
員
喫
食
の
意
義

と
実
施
方
式
と
し
て
は
学
校
調
理
方
式
原

則
論
を
展
開
、
小
児
医
療
・
出
産
費
用
の
無

料
化
は
、「
福
祉
充
実
に
留
ま
る
だ
け
で
な

く
、
子
育
て
世
代
の
定
着
と
移
入
に
つ
な
が

り
、税
収
増
と
な
る
」、敬
老
パ
ス
の
無
料
化

は
「
外
出
支
援
で
あ
り
、
医
療
費
削
減
効
果

も
あ
る
」
な
ど
と
、
市
長
の
目
玉
公
約
の
正

当
性
の
解
明
と
深
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

市
長
公
約
に
責
任
を
負
う
会
派
が
議
会

の
少
数
派
の
な
か
で
、市
長
が
公
約
を
政
策

と
し
て
具
体
化
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。市
長
公
約
を
自
ら
の
要
求
と
し
て

と
ら
え
て
、
能
動
的
に
動
く
市
民
が
多
く
な

り
、
世
論
と
市
民
の
運
動
が
市
長
の
味
方
と

な
っ
て
、
抵
抗
勢
力
の
自
公
を
包
囲
す
る
こ

と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。そ
の
契
機
と

な
る
各
種
取
り
組
み
を
必
死
で
行
い
ま
し

た
。予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
中
学
校
給
食

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

市
民
と
の
共
同
を
広
げ
ま
し
た
。市
政

ニ
ュ
ー
ス
を
連
続
し
て
発
行
、
各
戸
に
、
駅

頭
で
配
布
し
て
、
み
ん
な
の
声
を
市
政
に
届

け
よ
う
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
参
加
を

と
市
民
に
広
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、

２
０
２
２
年
初
夏
に
は
市
民
要
望
ア
ン

ケ
ー
ト
活
動
に
と
り
く
み
、
約
９
千
人
が

寄
せ
た
回
答
で
は
、
市
長
の
重
点
公
約
に

対
し「
公
約
通
り
進
め
る
」と
い
う
回
答
が

中
学
校
給
食
65
％
、
小
児
医
療
費
ゼ
ロ

57
％
、
出
産
費
用
ゼ
ロ
53
％
、
敬
老
パ
ス
ゼ

ロ
・
負
担
軽
減
57
％
を
占
め
、強
い
期
待
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
市
長

に
届
け
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
初
夏
か
ら
市
民
運
動
団
体

が
、「
３
つ
の
ゼ
ロ
」・
中
学
校
給
食
全
員
喫

食
の
公
約
実
現
を
求
め
る
署
名
運
動
を
開

始
。学
校
給
食
問
題
に
取
り
組
む
二
つ
の
市

民
運
動
体
も
共
同
で
「
す
べ
て
の
中
学
校
で

み
ん
な
が
で
き
た
て
を
食
べ
ら
れ
る
給
食

を
」
と
署
名
運
動
に
着
手
。世
論
喚
起
に
努

め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
が
市
長
に

力
を
与
え
、
市
長
は
、
自
・
公
の
抵
抗
を
突

破
し
、
中
学
校
給
食
の
全
員
実
施
と
「
三
つ

の
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
む
け
、
初
心
通
り
踏
み

出
し
ま
し
た
。市
長
は
、
８
月
末
に
基
本
戦

略
を
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち
、
次
世
代
を
共

に
育
む
ま
ち
ヨ
コ
ハ
マ
」
と
し
た
「
横
浜
市

中
期
計
画
」素
案
を
公
表
、そ
こ
で
、全
員
喫

食
の
中
学
校
給
食
と
小
児
医
療
費
無
料
化

の
二
つ
は
、
実
施
時
期
な
ど
が
明
示
さ
れ
ま

し
た
。出
産
費
用
ゼ
ロ
に
つ
い
て
は
妊
娠
等

に
か
か
る
「
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
」
る

と
し
、
敬
老
パ
ス
負
担
ゼ
ロ
は
総
合
的
な
移

動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
検
討
」
と
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
計
画
期
間
中
の
「
財
政
見
通

し
」
で
、
実
施
を
前
提
と
し
て
小
児
医
療
費

助
成
の
拡
充
、
敬
老
パ
ス
75
歳
以
上
の
無
料

化
な
ど
に
２
４
０
億
円
見
込
み
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
２
０
２
３
年
３
月
31

日
告
示
、
４
月
９
日
投
票
で
横
浜
市
会
議
員

選
挙（
定
数
86
）が
行
わ
れ
ま
す
。日
本
共
産

党
は
現
有
９
議
席
の
絶
対
確
保
と
議
席
増

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
達
成
で
き
れ

ば
、
第
１
に
山
中
市
政
下
で
前
進
し
は
じ
め

た
３
７
７
万
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
福
祉

を
充
実
し
、子
育
て
支
援
な
ど
市
民
本
位
の

各
種
施
策
を
市
民
と
の
共
同
で
も
っ
と
前

に
す
す
め
る
最
も
確
か
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
に
国
政
で
安
倍
政
治
を
継
承
し
た

改
憲
・
大
軍
拡
路
線
を
一
気
に
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
岸
田
自
公
政
権
に
痛
打
を

与
え
、
山
中
市
政
誕
生
に
力
を
合
わ
せ
た
立

憲
民
主
党
と
の
共
闘
強
化
と
国
政
転
換
の
展

望
を
横
浜
か
ら
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

林
前
市
政
は
、
IR
カ
ジ
ノ
誘
致
に
熱
中

し
、
新
市
庁
舎
、
高
速
道
路
北
西
線
な
ど
の

大
型
開
発
事
業
を
突
出
さ
せ
、
誘
致
大
企
業

へ
の
巨
額
な
助
成
金
と
再
開
発
事
業
へ
の

補
助
金
支
給
な
ど
大
企
業
・
大
手
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
大
盤
振
る
舞
い
す
る
一
方
で
、
連
続

的
な
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
小
児

医
療
費
助
成
制
度
に
一
回
ご
と
上
限
５
０

０
円
の
一
部
負
担
金
の
導
入
、
小
規
模
校
を

不
適
切
と
断
じ
て
学
校
統
廃
合
と
北
綱
島

特
別
支
援
学
校
の
分
校
化
の
強
行
、
65
歳
以

上
が
対
象
の
シ
ニ
ア
パ
ス
の
大
幅
値
上
げ

な
ど
、
市
民
生
活
軽
視
の
逆
立
ち
政
治
を
推

し
進
め
ま
し
た
。こ
の
政
治
を
議
会
か
ら
進

め
て
き
た
の
が
自
・
公
で
す
。自
・
公
が
主

導
し
た
市
政
の
継
続
に
野
党
共
闘
と
市
民

と
の
共
同
が
22
年
８
月
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

ま
し
た
。

　

岸
田
政
権
は
、
ロ
シ
ア
の
蛮
行
、
北
朝
鮮

の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
を
受
け
、

軍
事
費
２
倍
化
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
、
武
器
輸
出
、
９
条
改
憲
に
乗
り
出
し
て

い
ま
す
。そ
し
て
、
更
な
る
原
発
の
再
稼
働

と
新
設
ま
で
も
も
く
ろ
み
、
医
療
、
介
護
や

年
金
制
度
の
大
改
悪
に
前
の
め
り
で
す
。こ

う
し
た
平
和
と
国
民
の
暮
ら
し
を
壊
す
悪

政
を
横
浜
市
政
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
自
・

公
の
議
員
を
増
や
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。日
本
維
新
の
会
は
、
自
民
党
も
言
え
な

い
よ
う
な「
核
兵
器
の
共
有
」を
主
張
、
９
条

改
憲
に
む
け
憲
法
調
査
会
を
早
く
動
か
せ

と
太
鼓
を
た
た
き
、
大
軍
拡
や
原
発
再
稼
働

の
旗
を
振
る
う
「
自
民
党
よ
り
も
よ
り
極
右

的
立
場
か
ら
自
公
政
権
を
引
っ
ぱ
る
補
完

勢
力
で
あ
る
」（
２
０
２
２
年
９
月
22
日
志

位
和
夫
党
中
央
委
員
長
）
と
日
本
共
産
党
は

見
て
い
ま
す
。首
長
が
維
新
の
大
阪
府
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
者
が
６
７
１
２
人
（
22

年
11
月
23
日
午
後
７
時
半
）
で
全
国
最
多
、

人
口
比
で
全
国
平
均
の
倍
で
す
。急
性
期
病

床
や
保
健
所
を
削
減
し
、
全
国
最
悪
の
犠
牲

者
数
を
招
い
た
維
新
政
治
の
責
任
は
重
大

で
す
。カ
ジ
ノ
誘
致
に
熱
中
し
、「
身
を
切
る

改
革
」「
行
政
改
革
」の
行
き
つ
く
先
が
ど
こ

か
見
極
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

山
中
市
長
が
任
期
４
年
間
で
重
点
的
に

取
り
組
む
政
策
を
取
り
ま
と
め
た
「
中
期
計

画
」
素
案
２
０
２
２
〜
２
０
２
５
で
は
、
基

本
戦
略
と
し
て
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち
、
次

世
代
を
共
に
育
む
ま
ち
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
位
置

づ
け
、
掲
げ
た
９
つ
の
戦
略
の
一
番
目
に

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
創
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。小
児
医

療
費
助
成
の
拡
充
、出
産
費
用
の
無
償
化
、

待
機
児
童
・
保
留
児
童
の
解
消
、
中
学
校
給

食
の
全
員
実
施
な
ど
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
と
教
育
の
充
実
に
重
点
を
置
い
た
政
策

展
開
は
、
出
生
率
の
向
上
、
若
い
世
代
の
呼

び
込
み
・
定
着
を
促
し
、
ま
ち
の
潤
い
・
賑

わ
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
し
て
、
戦
略
の

二
番
目
は
、「
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
涯
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
介
護
、
医

療
、保
健
・
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。明

中
学
校
給
食
の
全
員
実
施
と「
３
つ
の
ゼ
ロ
」が

実
現
に
向
け
前
進　
「
中
期
計
画
」素
案
に
明
記

2

日
の
横
浜
を
築
く
こ
の
新
し
い
流
れ
を
止

め
、
山
中
市
政
の
足
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
の

が
自
・
公
で
す
。自
民
党
か
ら
は
、
今
で
も
、

カ
ジ
ノ
に
代
わ
る
財
源
は
な
い
、
稼
ぐ
と
い

う
視
点
が
弱
い
と
い
っ
た
主
張
が
声
高
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。古
い
政
治
の
再
来
を
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。中
期
計
画
は
12
月
の

本
会
議
で
議
決
。新
し
い
流
れ
を
奔
流
に
す

る
に
は
、
林
市
政
か
ら
山
中
市
政
に
転
換
さ

せ
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
日
本

共
産
党
が
現
有
議
席
の
絶
対
確
保
と
議
席

増
を
は
た
し
て
、
発
言
力
と
影
響
力
を
増
す

こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

古
い
政
治
に
し
が
み
つ
き
、市
民
の
暮
ら
し
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
政
党
・
議
員
か

新
し
い
流
れ
を
支
え
、市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

政
党
・
議
員
か

第
一
の
争
点

そ
れ
と
も

国
の
悪
政
を
市
政
に
持
ち
込
む
政
党
・
議
員
か

岸
田
政
権
に
よ
る
悪
政
に
正
面
か
ら
対
決

で
き
る
政
党
・
議
員
か

第
二
の
争
点

そ
れ
と
も

奔
流（
ほ
ん
り
ゅ
う
）…

激
し
い
流
れ



1
物
価
高
・
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
市
民

の
暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る

3
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
街
に

4
災
害
に
強
く
、平
和
と
市
民
自
治

を
大
切
に
す
る
国
際
都
市
へ

2
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
街
に

若
者
に
魅
力
あ
る
街
に

　
３
年
に
も
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党
は
、
毎

回
の
議
会
で
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
11
回
に
及
ぶ
必
要
な
対
策
を
求
め
る

要
請
行
動
を
市
長
に
対
し
て
行
い
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
加
速
的
整
備
、
保
健
所
職
員

の
増
員
、
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
等
実
を

結
び
ま
し
た
。暮
ら
し
と
営
業
を
脅
か
す
物

価
高
騰
に
対
し
て
は
、
食
材
費
と
光
熱
費
の

高
騰
に
苦
し
む
保
育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
等
の

児
童
福
祉
施
設
、
障
害
者
や
高
齢
者
等
の
社

会
福
祉
施
設
へ
の
財
政
支
援
の
必
要
性
を

い
ち
早
く
唱
え
、
そ
の
た
め
の
予
算
（
12
事

業
63
億
円
）が
９
月
議
会
で
成
立
。

　

横
浜
市
教
育
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
生
徒

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
給
食
を
提
供
す
る

と
し
て
、
中
学
校
給
食
を
選
択
制
か
ら
「
中

学
校
給
食
の
利
用
を
原
則
と
す
る
」
に
転
換

し
ま
し
た
。４
年
前
の
市
議
選
で
日
本
共
産

党
が
訴
え
た
「
カ
ジ
ノ
よ
り
中
学
校
給
食

を
」は
達
成
で
す
。し
か
し
、
実
施
方
法
を
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
利
益
を
後
景
に
追
い
や
っ
た
余

り
に
も
安
易
で
誤
っ
た
判
断
と
し
て
不
同

意
を
表
明
、
市
教
委
の
調
べ
で
も
学
校
調
理

方
式
が
72
校
で
可
能
で
あ
る
こ
と
に
着
眼

し
た
見
直
し
を
強
く
求
め
ま
す
。学
校
調
理

方
式
で
な
い
と
食
育
も
地
産
地
消
も
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

　

小
児
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
前
回
選
挙
で

訴
え
た
18
才
ま
で
無
料
化
は
未
達
成
で
す

が
、
一
部
負
担
金
の
廃
止
と
所
得
制
限
の
撤

廃
で
中
３
ま
で
は
文
字
通
り
無
料
と
す
る

と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。日
本
共
産
党
が
市

長
選
で
山
中
市
長
を
応
援
し
、
誕
生
さ
せ
た

こ
と
の
具
体
的
成
果
の
一
つ
で
す
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の
活
動
と

掲
げ
る
重
点
政
策

2
●
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
に
機
動
的
に
対

応
す
る
た
め
に
全
市
一
か
所
の
保
健
所

を
方
面
別
に
分
散
・
設
置
し
ま
す
。保
健

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
現
在
の
市
内
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
は
１
６
４
か
所
、

定
員
１
６
９
８
２
人
、
入
所
待
ち
は
５
３
３

０
人
で
す
。入
所
待
ち
期
間
は
、
４
年
前
は

約
１
年
で
し
た
が
現
在
は
10
か
月
で
す
。日

本
共
産
党
は
、
前
回
選
挙
で
入
所
待
ち
期
間

の
短
縮
を
公
約
に
か
か
げ
、
年
６
０
０
床
の

整
備
を
確
実
に
行
う
よ
う
当
局
に
働
き
か

け
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
20
の
政
令
指
定
都
市
の
な
か
で
国
民

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
増
設
し
、待

機
期
間
を
大
幅
に
短
縮
し
ま
す
。

●
加
齢
性
難
聴
者
む
け
の
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
を
つ
く
り
、認
知
症
の
最
大
リ

ス
ク
を
低
減
し
ま
す
。　　

●
国
保
料
・
介
護
保
険
料
を
各
会
計
の

積
立
金
の
フ
ル
活
用
と
、一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
を
増
や
し
、値
上
げ
を
ス
ト
ッ

プ
し
ま
す
。

●
障
害
者
施
策
全
般
に
当
事
者
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
、
障
害
児
・
者
、
難
病
患
者
の
負

担
軽
減
、
働
く
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権

利
を
守
り
、差
別
解
消
の
取
り
組
み
を
拡

充
し
ま
す
。

●
横
浜
市
の
全
国
に
誇
れ
る
制
度
で
あ

る
現
行
敬
老
パ
ス
制
度
を
維
持
・
充
実

さ
せ
ま
す
。
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
軽

●
小
学
校
で
の
35
人
学
級
の
拡
大
は
国

の
方
針
を
前
倒
し
す
す
め
、中
学
校
・
高

校
に
も
導
入
を
は
か
り
ま
す
。さ
ら
に
30

人
以
下
学
級
を
め
ざ
し
ま
す
。

教
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、「
教
員
の

減
・
無
料
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
バ
ス
路
線
の
一
方
的
な
廃
止
、
減
便
を

止
め
さ
せ
ま
す
。生
活
道
路
・
歩
道
の
整

備
と
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
を
す
す
め
、
高

齢
化
と
郊
外
部
の
人
口
減
少
に
対
応
し

た
、
ミ
ニ
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な

ど
地
域
公
共
交
通
網
の
充
実
を
は
か
り

ま
す
。

●
住
ま
い
は
人
権
の
視
点
か
ら
、
市
営
住

宅
の
増
設
を
軸
に
し
た
住
宅
政
策
を
す

す
め
ま
す
。既
存
市
営
住
宅
の
高
層
化
建

替
に
よ
り
生
じ
る
空
地
を
使
え
ば
、
用
地

不
足
は
解
消
し
ま
す
。

●
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
当
て
た
施

策
展
開
に
む
け
て
予
算
と
人
員
を
増
や

し
ま
す
。公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
市
発

注
工
事
現
場
等
で
働
く
人
の
適
正
な
労

働
条
件
・
賃
金
を
確
保
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
耐
震

化
む
け
の
現
行
住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー

ム
）助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

　

横
浜
市
は
そ
の
地
形
や
位
置
、急
膨
張
し

た
人
口
と
都
市
部
形
成
な
ど
か
ら
、災
害
の

リ
ス
ク
が
高
い
都
市
で
す
。首
都
直
下
地

震
、
気
候
危
機
に
伴
う
風
水
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
へ
の
備
え
に
手
は
抜
け
ま
せ
ん
。

危
険
な
崖
地
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
防
災
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
市
民
の
声
と
党
市
議
団
の
系
統

的
な
改
善
提
案
を
う
け
て
、前
進
し
て
い
ま

す
が
、ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

●
防
災
・
減
災
予
算
を
大
幅
に
増
や
し
、

消
防
力
を
強
化
し
、地
震
・
火
災
・
風
水

害
な
ど
災
害
種
別
に
応
じ
た
未
然
防
止

策
を
講
じ
ま
す
。　

●
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
な
ど
市
内
米
軍
基
地

の
基
地
機
能
強
化
を
止
め
、根
岸
住
宅
地

区
・
池
子
住
宅
地
区
な
ど
の
未
返
還
基

地
の
早
期
全
面
返
還
を
は
か
り
ま
す
。

●
海
外
15
都
市
と
姉
妹
友
好
都
市
、パ
ー

ト
ナ
ー
都
市
の
連
携
協
定
を
結
び
、国
際

局
を
有
す
る
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
、憲

法
９
条
を
生
か
し
た
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
事
業
な
ど
の
都
市
間
交
流
と
国
際
平

和
講
演
会
開
催
な
ど
国
際
平
和
事
業
を

旺
盛
に
す
す
め
ま
す
。

●
横
浜
市
は
、
巨
大
都
市
ゆ
え
に
市
民
か

ら
す
る
と
役
所
の
仕
事
を
身
近
に
見
る

機
会
は
一
般
市
町
村
と
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
少
な
く
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て

区
役
所
は
各
種
手
続
き
の
用
を
足
す
場

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
の
こ
と
は
地

域
住
民
が
き
め
る
と
い
う
市
民
自
治
は

名
ば
か
り
で
す
。

　

区
に
分
野
・
階
層
・
地
域
の
代
表
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
地
域
協
議
会
」
な

ど
住
民
の
声
を
結
集
し
、
議
論
し
、
こ
の

結
論
を
市
長
が
尊
重
す
る
と
い
っ
た
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

●
議
員
歳
費
の
適
正
化
と
、
開
か
れ
た
市

議
会
に
む
け
政
務
活
動
費
の
使
途
透
明

化
を
は
か
り
ま
す
。

健
康
保
険
証
取
り
上
げ
と
な
る
資
格
証
明

書
と
短
期
保
険
証
の
発
行
ゼ
ロ
は
横
浜
市

だ
け
で
す
。市
民
の
運
動
と
党
市
議
団
に
よ

る
長
年
の
主
張
が
行
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

3

所
支
所
に
あ
た
る
区
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
医
師
を
必
置
と
し
ま
す
（
22
年

９
月
１
日
現
在
４
区
で
医
師
未
配
置
）

●
病
院
数
、
病
床
数
を
増
や
し
、
配
置
の

偏
在
を
正
し
ま
す

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
、
発
熱
セ
ン
タ
ー
体
制
充
実
な

ど
で
求
め
ら
れ
る
公
的
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

●
物
価
高
に
苦
し
む
市
民
の
暮
ら
し
向

き
に
寄
り
添
う
支
援
策
を
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
講
じ
ま
す
。

●
国
に
対
し
て
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ

イ
ス
廃
止
を
求
め
ま
す
。

未
配
置
」を
な
く
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
な
ど
義
務
教
育
費
無
料

化
を
め
ざ
し
、
就
学
援
助
制
度
を
拡
充

し
、誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
条
件
を
整

え
ま
す
。

●
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
備
し

ま
す
。

●
中
３
ま
で
の
小
児
医
療
費
助
成
制
度

を
18
歳
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

●
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

保
留
児
童
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
よ
う
保

育
所
整
備
等
を
図
り
、保
育
の
質
向
上

新しい横浜市政の流れと日本共産党の議席

に
む
け
た
諸
対
策
を
す
す
め
ま
す
。

●
学
童
保
育
へ
の
公
的
支
援
を
抜
本
的

に
強
め
ま
す
。

●
増
え
続
け
る
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
区
役
所
・
児
童
相
談
所
の
機
能

強
化
と
体
制
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

●
出
産
費
用
の
無
償
化
に
向
け
て
、
国
へ

の
働
き
か
け
を
つ
よ
め
、
市
独
自
の
軽
減

策
を
検
討
し
ま
す
。

●
高
校
奨
学
金
制
度
を
拡
充
し
、
大
学
等

奨
学
金
制
度
創
設
を
は
か
り
ま
す
。

小児医療費
助成

特養ホーム
増床計画

防災
スピーカー

カジノ誘致

気候危
機対策

平和
核兵器廃絶

ジェンダー
平等

中学校
給食

中3まで

全員制原則へ

待期期間の
更なる短縮へ

190か所設置

撤回・中止

国の目標より高い
CO2 50％削減目標

日本共産党
議席数 5議席 9議席 9議席維持

山中
市長誕生

現在
これから

2014 年度以前 8年前 4 年前

未実施

限定エリアのみ

所得制限
一部負担金なし

市附属機関にクオータ制導
入市内企業課長以上の女性
割合目標を 18％→30％に

躍進

小1まで
小3まで
小6まで

15年
16年

19年

17年

中3まで
所得制限

一部負担あり

導入
（選択制）

600床 /年
300床 /年 （待期 1年） 10 か月

待期

検討・推進
前市長・自公による

市長がヒバ
クシャ国際
署名を拒否

国際平和
条例可決、 国際平和

講演会開催市長が署名

中期計画で「平和
を市政運営の基調」



あ
な
た
の
ご
支
持
を

日
本
共
産
党
の
候
補
へ

3

・
遅
れ
て
い
る
地
域
公
園
の
整
備
と
、
計

画
的
に
老
朽
化
公
園
の
再
整
備
を
す
す

め
ま
す
。

・
用
途
地
域
の
見
直
し
は
、
経
済
性
・
利

便
性
優
先
で
は
な
く
、
住
環
境
保
全
の
立

場
か
ら
地
域
住
民
の
納
得
を
得
る
こ
と

を
原
則
と
し
ま
す
。

・
上
瀬
谷
開
発
は
、
汚
染
土
壌
を
完
全
撤

去
し
現
存
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
も

の
と
し
、
全
面
的
に
切
土
・
盛
土
す
る
土

地
改
変
計
画
は
見
直
し
ま
す
。

・
２
０
２
７
年
開
催
予
定
の
国
際
園
芸
博

　

横
浜
市
は
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
ー
の
表
明
は
２
０
１
９
年
６
月
で
、

全
国
で
は
４
番
目
の
早
さ
で
す
（
２
０
２
２

年
８
月
31
日
現
在
表
明
自
治
体
数
７
６

６
）。そ
し
て
、
策
定
中
の
横
浜
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
で
は
、
２
０
３
０
年
度
の

C
O
２
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
の
半
分

と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。国
（
２
０

１
３
年
度
比
46
％
）
よ
り
高
い
目
標
は
、
市

民
の
運
動
と
党
市
議
団
の
要
望
に
応
え
る

姿
勢
と
し
て
評
価
で
き
ま
す
が
、
地
域
で
脱

炭
素
に
取
り
組
む
市
民
か
ら
は
、
そ
の
実
効

性
へ
の
不
安
と
、
目
標
は
も
っ
と
上
げ
る
べ

き
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

山
中
市
政
は
市
民
と
野
党
の
共
同
が
誕

生
さ
せ
た
市
政
で
す
。全
国
最
大
の
政
令

指
定
都
市
で
生
じ
た
こ
の
出
来
事
に
対
し

大
き
な
注
目
と
関
心
が
、全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。地
方
自
治
体
首
長
の
多
く
は

自
公
や
維
新
が
与
党
と
し
て
支
え
て
い
ま

す
。こ
の
横
浜
で
の
新
し
い
政
治
の
流
れ

が
本
流
と
な
っ
て
、
市
民
が
実
感
で
き
る

大
き
な
変
化
と
成
果
を
あ
げ
れ
ば
、
全
国

に
波
及
し
、地
方
政
治
を
変
え
る
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
と
な
り
ま
す
。横
浜
市
政
の
前

進
は
、
３
７
７
万
横
浜
市
民
の
今
と
未
来

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
意
義
を

持
っ
て
い
ま
す
。日
本
共
産
党
の
躍
進
は
、

市
民
と
の
共
同
を
広
げ
・
強
め
て
、山
中
市

政
を
前
進
さ
せ
る
推
進
力
と
な
り
ま
す
。

　

自
・
公
は
、自
ら
招
い
た
横
浜
市
の
厳
し

い
財
政
の
責
任
を
ほ
お
被
り
し
て
、財
源
不
足

を
理
由
に
山
中
市
長
の
市
民
本
位
の
政
策
実

行
を
陰
に
陽
に
妨
害
し
、従
来
型
の
大
型
開
発

優
先
、
大
企
業
を
優
遇
す
る
政
治
を
つ
づ
け

こ
と
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。日
本
維

新
の
会
は
、
拠
点
の
大
阪
で
は
カ
ジ
ノ
誘
致

に
熱
中
し
、「
行
革
」で
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
者
を

多
く
出
し
て
い
る
政
治
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
党
助
成
金
を
受
け
取
り
続
け
て
い
る
政

党
が
い
く
ら「
身
を
切
る
改
革
」を
唱
え
て
も

選
挙
目
当
て
と
見
破
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

　

横
浜
市
政
で
は
、
日
本
共
産
党
が
５
議

席
か
ら
９
議
席
へ
と
躍
進
し
た
２
０
１
５

年
４
月
以
降
、
家
庭
弁
当
か
ら
中
学
校
給

食
全
員
実
施
へ
、
小
児
医
療
助
成
は
小
３

か
ら
中
３
へ
、
特
養
ホ
ー
ム
は
年
３
０
０

床
か
ら
６
０
０
床
へ
、
国
民
健
康
保
険
証

〇
緑
と
土
、水
に
触
れ
ら
れ
る
都
市
環
境
を

〇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

〇
気
候
危
機
打
開
策
と
し
て

の
取
り
上
げ
中
止
、侵
略
戦
争
肯
定
の
中
学

社
会
科
教
科
書
使
用
継
続
に
ピ
リ
オ
ド
な

ど
多
く
の
市
民
要
求
が
実
現
、
前
進
。カ
ジ

ノ
誘
致
ノ
ー
の
市
民
運
動
が
大
き
く
広
が

り
、
つ
い
に
カ
ジ
ノ
誘
致
を
撤
回
し
た
山
中

市
長
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

　

山
中
市
長
が
住
民
の
声
に
も
と
づ
く
街

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
切
実
な
市
民

要
求
を
出
発
点
に
市
民
運
動
と
連
携
し
市

政
に
働
き
か
け
、
問
題
点
は
率
直
に
指
摘
し

対
案
を
示
す
日
本
共
産
党
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
か

ら
も
明
瞭
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
候
補
者
へ
の
ご
支
持
ご

支
援
を
大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
き
、
現
有
議

席
９
議
席
確
保
と
新
た
な
議
席
獲
得
へ
の

お
力
添
え
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

旧
米
軍
上
瀬
谷
通
信
施
設
地
区
で
新
た

に
整
備
す
る
公
園
面
積
は
、
当
初
計
画
45
㌶

で
し
た
。そ
れ
が
、
65
㌶
へ
と
20
㌶
拡
張
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
で
地
区
内
を
南
北
に
流
れ

る
相
沢
川
両
岸
域
に
広
が
る
谷
戸
地
形
が

一
部
で
す
が
保
全
・
継
承
さ
れ
ま
す
。ま

　

林
前
市
政
は
、
新
市
庁
舎
、
高
速
環
状
道

路
南
線
・
北
西
線
、
南
本
牧
ふ
頭
、
横
浜
駅

北
西
口
と
東
高
島
駅
北
地
区
等
で
の
民
間

開
発
へ
の
巨
額
な
補
助
金
な
ど
大
型
開
発

に
多
額
の
市
費
・
市
債
を
注
ぎ
込
み
、
市
財

政
を
悪
化
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
責
任
は
、
議

会
側
か
ら
ア
ベ
・
菅
成
長
戦
略
を
進
め
て

き
た
自
・
公
が
負
う
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
巨
大
事
業
へ

の
野
放
図
な
公
費
投
入
を
徹
底
批
判
、
ム
ダ

削
減
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。横
浜
市
は
、

北
西
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
首
都
高
速
道
路

と
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
発
注
、
先
に
発
注
し
た

首
都
高
は
後
者
よ
り
65
億
円
も
高
い
こ
と

の
不
合
理
を
指
摘
し
、
適
切
な
金
額
へ
の
見

直
し
を
要
求
。21
億
円
削
減
さ
せ
ま
し
た
。

横
浜
駅
北
西
口
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
向
け

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
事
業
へ
の
45
億

円
補
助
金
交
付
も
根
拠
が
希
薄
と
し
て
、
大

幅
削
減
を
要
求
、
市
費
負
担
分
2.5
億
円
を

カ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
た
。更
な
る
減
額
に
む

け
、
働
き
か
け
ま
す
。山
下
ふ
頭
の
将
来
の

あ
り
か
た
は
開
発
事
業
者
主
導
で
は
な
く
、

市
民
参
加
型
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

山
中
市
長
が
中
期
計
画
で
示
し
た
市
民

本
位
の
政
策
と
日
本
共
産
党
が
提
起
す
る

政
策
実
現
に
は
、
一
定
の
財
源
が
必
要
で

す
。高
速
道
路
、都
心
部
開
発
、新
た
な
巨
大

ふ
頭
、
米
軍
上
瀬
谷
通
信
基
地
跡
地
で
の
国

際
園
芸
博
覧
会
開
催
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
誘
致

構
想
な
ど
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

不
要
不
急
、あ
る
い
は
過
大
な
大
型
公
共
事

た
、
公
園
整
備
は
現
況
地
形
を
い
か
し
、
和

泉
川
の
源
頭
部
も
保
存
し
ま
す
。同
地
区
内

の
公
有
地
は
公
共
目
的
に
限
定
す
べ
き
、
貴

重
な
水
辺
空
間
と
生
態
系
を
破
壊
し
な
い

で
と
繰
り
広
げ
た
市
民
の
運
動
と
党
市
議

団
の
論
戦
が
行
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

覧
会（
花
博
）は
、有
料
入
場
者
数
１
０
０

０
万
人
と
い
う
巨
大
す
ぎ
る
現
計
画
を

よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
計
画
と
し
、市
費
負

担
を
削
減
し
、赤
字
発
生
リ
ス
ク
を
解
消

し
ま
す
。

・
三
ツ
沢
公
園
で
の
第
二
球
技
場
構
想

は
白
紙
に
戻
し
、そ
の
必
要
性
、場
所
、整

備
手
法
な
ど
市
民
的
議
論
を
呼
び
か
け

ま
す
。

・
都
市
農
業
を
街
づ
く
り
の
重
要
な
柱
に

位
置
付
け
、
農
業
生
産
の
拡
大
、
地
産
地

消
の
多
面
的
発
展
を
は
か
り
ま
す
。

・
医
療
、
保
育
、
介
護
な
ど
女
性
が
多
く

占
め
る
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
す

す
め
ま
す
。

・
ひ
と
り
親
世
帯
支
援
策
を
拡
充
し
ま
す
。

・
女
性
の
就
労
を
保
障
す
る
対
策
と
し
て
、

待
機
児
童
・
保
留
児
童
対
策
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

・
男
性
の
育
休
取
得
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

・
性
暴
力
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
D
V
等
に

関
す
る
相
談
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

・
痴
漢
ゼ
ロ
に
む
け
た
対
策
を
す
す
め
ま
す
。

・
横
浜
市
の
各
種
審
議
会
と
管
理
職
へ
の

女
性
登
用
を
計
画
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

・
横
浜
市
の
２
０
３
０
年
度
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
50
％
（
２
０
１
３
年
度
比
）

を
60
％
に
引
き
上
げ
、
達
成
に
必
要
な
手

立
て
を
専
門
家
の
知
恵
も
借
り
て
編
み
出

し
、
実
行
し
ま
す
。

・
市
民
が
参
加
し
や
す
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

で
す
。
設
置
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

導
入
と
マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売
事
業
者
へ

の
設
置
義
務
化
を
は
か
り
ま
す
。

・
事
業
活
動
か
ら
の
排
出
量
削
減
に
む
け

て
事
業
者
と
の
協
定
を
結
ぶ
制
度
を
つ

く
り
ま
す
。

・
横
浜
市
は
域
内
の
生
産
で
き
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
最
大
で
消
費
量

の
１
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
再
エ
ネ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
東
北
地
方
等
の

自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
生
産

量
を
増
や
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
市

内
企
業
を
広
げ
ま
す
。

・
省
エ
ネ
も
再
エ
ネ
に
劣
ら
ず
重
要
で

す
。「
省
エ
ネ
住
宅
補
助
制
度
」
適
用

す
る
住
宅
建
設
を
主
流
に
し
、
省
エ
ネ

リ
フ
ォ
ー
ム
が
加
速
す
る
措
置
を
講
じ

ま
す
。

業
と
、
誘
致
大
企
業
へ
の
助
成
金
等
の
特
別

措
置
の
見
直
し
は
待
っ
た
な
し
で
す
。自
・

公
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を「
行
政
の
継
続
性
」

の
名
の
も
と
、山
中
市
長
に
押
し
付
け
る
こ

と
に
躍
起
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
メ
ス

を
入
れ
な
い
限
り
安
定
的
な
財
源
ね
ん
出

は
不
可
能
で
す
。し
か
し
市
長
は
そ
の
メ
ス

を
握
る
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。山

中
市
長
の
選
挙
公
約
に
は
も
と
も
と
巨
大

劇
場
以
外
の
大
型
開
発
ス
ト
ッ
プ
が
な
く
、

自
・
公
が
つ
け
入
る
隙
を
与
え
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

横
浜
市
の
財
政
を
主
に
支
え
て
い
る
の

は
、
市
民
・
事
業
者
が
納
め
る
市
民
税
、
固

定
資
産
税
な
ど
の
市
税
で
す
。税
を
納
め
る

市
民
の
懐
を
温
め
る
こ
と
に
力
を
注
が
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。市
長
が
「
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
涯
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
出
産
費
用

の
無
償
化
、待
機
児
童
・
保
留
児
童
の
解
消
、

中
学
校
給
食
の
全
員
実
施
な
ど
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
と
介
護
、
医

療
、
保
健
・
福
祉
な
ど
暮
ら
し
の
充
実
に
重

点
を
置
い
た
政
策
展
開
は
、
出
生
率
の
向

上
、若
い
世
代
の
呼
び
込
み
・
定
着
を
促
し
、

ま
ち
の
潤
い
・
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
、
税
収

増
を
も
た
ら
し
ま
す
。ま
た
、
事
業
者
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
隆
盛
に
つ
な
が
る
こ
と
を
最
優
先

と
す
る
経
済
政
策
へ
の
転
換
も
差
し
迫
っ

た
課
題
で
す
。こ
の
仕
事
は
大
企
業
中
心
の

政
治
を
す
す
め
る
自
・
公
や
維
新
等
補
完

勢
力
で
は
無
理
で
す
。日
本
共
産
党
の
躍
進

で
議
会
の
力
関
係
を
変
え
る
こ
と
の
重
要

な
意
義
は
財
源
対
策
上
で
も
明
白
で
す
。

4

5
み
ど
り
あ
ふ
れ
、気
候
危
機
打
開
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
先
進
都
市
に

6
大
型
開
発
と
大
企
業
優
遇
策
を

ス
ト
ッ
プ
し
、市
民
の
く
ら
し
優
先

の
市
政
を
築
く
財
源
を
つ
く
り
ま
す


